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事業シート（概要説明書）

予算事業名 生涯学習振興事業（家庭・学校・地域連携事業） 事業開始年度 平成18年度

上位施策事業名 生涯学習 担当局・部名 教育委員会

根拠法令等 教育基本法第13条 担当課･係名 生涯学習課・生涯学習班

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 石橋 敏幸

実施の背景
　地域や家庭の教育力の低下により、子どもに関わる重大事件が続発し、青少年の問題行動も深刻
化している。子どもたちを健やかに育むためには、家庭、学校及び地域住民等がそれぞれの役割や
責任を自覚しつつ、地域全体で連携し、教育に取り組む必要がある。

目　的
（何のために）

　小中学校の児童生徒の保護者を対象に、家庭教育学級を開設し、家庭の教育機能を高める
とともに、地域住民との関わりをもちながら、家庭教育の充実と地域の教育環境の充実を図
り、素直で明るく、豊かな心を持った子どもを育成する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

小中学校保護者及び児童・生徒、地域住民
対象者数（全住民に対する割合）

77,536 人

　各小中学校で運営委員会（校長・教頭・教諭・ＰＴＡ代表等）を立ち上げ、年間学習計画
を立案し、教育委員会へ提出。市から各校へ事業費として負担金を交付し、事業（家庭教育
学級）を実施する。教育委員会で任用している社会教育指導員が事業の企画・運営をサポー
トしている。
【内容】
　保護者と児童生徒対象：歯みがき教室、料理教室、ヨガ体験、芸術鑑賞会、ダンス、
　講演会（子育て・思春期・ＳＮＳ等）、栄養指導・食育、ダンス、戦争体験講話など
　
　地域住民対象：世代交流イベント、昔あそび集会、語りべ・読み聞かせ、餅つき、だ
　んごならし、田植え・稲刈り体験、グラウンドゴルフ大会、ウォーキング大会、郷土
　芸能鑑賞（神楽等）、リサイクル活動、文化祭・体育祭参加など

　※保護者や地域住民が多数参加しやすい内容に配慮することを条件とする。

事業内容
（手段、手法など）

100 ％

実施方法

□直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　実施主体：　　　　）

□貸付（貸付先：　）■その他（負担金を各小中学校に交付し、事業を実施）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

社会教育事業（社会教育指導員）

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

事業費合計 1,000 千円 1,946 千円 2,030 千円 2,030 千円

事業費内訳
（2018年度分）

家庭・学校・地域連携推進事業負担金：1,946,805円
・小学校21校（１校あたり102,000円～63,000円）
・中学校７校（１校あたり 93,000円～64,000円）
【負担金の分配】
　学校均等割及び児童生徒の人数割で負担金を交付する（予算の範囲内）。
　支出対象は、講師謝礼、消耗品、会議費、通信運搬費、保険料、使用料及び賃借料、燃料費。

人
件
費

担当正職員 0.2 人 1,440 千円 0.2 人 1,440 千円 0.8 人 5,680 千円 0.6 人 4,260 千円

臨時職員等 2.0 人 2,190 千円 2.5 人 2,738 千円 3.0 人 3,285 千円 3.0 人 3,285 千円

人件費合計 2.2 人 3,630 千円 2.7 人 4,178 千円 3.8 人 8,965 千円 3.6 人 7,545 千円

総事業費 4,630 千円 6,124 千円 10,995 千円 9,575 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
千円 千円 千円 千円

その他特財の内容

一般財源 4,630 千円 6,124 千円 10,995 千円 9,575 千円

財源合計 4,630 千円 6,124 千円 10,995 千円 9,575 千円

事業番号28 生涯学習振興事業（家庭・学校・地域連携推進事 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 生涯学習振興事業（家庭・学校・地域連携事業） 事業開始年度 平成18年度

事業番号28 生涯学習振興事業（家庭・学校・地域連携推進事 ２０１９年度

小
学
校

中
学
校

61.9

64.4

57.1

40.2

2018年度別

香
取
市

全
国
公
立

香
取
市

全
国
公
立

2016年度

63.6

61.8

85.7

55.7

72.7

72.9

57.1

60.6

2017年度

％

％

単位

保護者や地域の人が学校の美化、登下校
の見守り、学習・部活動支援、放課後支
援、学校行事の運営などの活動に「よく
参加している」と答えた学校の割合

［出典：全国学力・学習状況調査］
　※2017,2016は類似質問

【成果指標名】（実績値/目標値）

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

家庭教育学級の実施校（小中学校） 校 28/28 29/29 29/29

家庭教育学級を１校あたり年６回程度開催
する。(年間平均開催数）

回
6/6
（6.6)

6/6
(6.9)

6/6
(6.8)

　

　 　 　 　 　

円 218,714

　 　 　 　

379,138 330,172

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　学校、家庭及び地域住民がそれぞれの役割や責任を自覚しつつ、地域全体で連携して教育
に取り組み、未来を担う子どもたちの成長を支える。

成果
（目標達成状況）

単位当たりコスト 総事業費 ／ 事業実施校

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・家庭、学校、地域が連携しながら、家庭の教育機能の向上を図るとともに、地域学習
  の環境づくりや児童生徒のコミュニケーション能力の向上を図る本事業は重要である。
・多くの保護者や地域住民等が参加できるよう、開催日時の日程調整と魅力的な内容を企画
する必要がある。
・負担金が減額となったため、事業内容に創意工夫が必要である。ボランティアの活用も今
後は重要になってくる。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

●家庭教育学級の実施状況（令和元年度）
①香取市…小中学校24校、事業費1,000,000円（１校61,000円～36,000円）、各校５～６回
②銚子市…小中学校14校、事業費　156,000円（１校6,000円～12,000円）、各校４回程度
③旭市　…小中学校20校、事業費1,600,000円（１校80,000円)、各校５～６回
④匝瑳市…小中学校13校・幼稚園２園、事業費640,000円（１校１園40,000円）、各校５回
⑤成田市…小中学校35校・幼稚園９園・保育園22園・子ども園２園、
　　　　　　事業費3,935,000円（１校70,000円、１園45,000円）、小中学校6～7回、幼保子4～5回
⑥多古町…小学校４校・子ども園１園、事業費280,000円（１校54,000円～88,000円、１園10,000円）
　　　　　各校４～５回・子ども園２回
主な内容：講演会、施設見学、ヨガ体験、料理教室（パン・ケーキ作り等）、親子バスレク、
　　　　　栄養指導・食育、工芸体験、人権教育、歯みがき教室、軽スポーツ、ダンス、昔遊び等

特記事項

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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■A 小学校
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■A 小学校
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■■B 小学校
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■■B 小学校
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■■B 小学校
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■■C 中学校

■■■
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■■C 中学校

■■■
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